
社会保険委員会 

委 員 長：金子 剛 

担当理事：内田 満 

委 員：相原 正記、井砂 司、 井上要二郎、宇田川晃一、大久保文雄、 

大城 貴史、大西 清、 荻野 浩希、小室 裕造、関口 順輔、 

関堂 充 、館 正弘、 田中 嘉雄、鳥山 和宏、難波祐三郎、 

二ノ宮邦稔、前川 二郎、村上 正洋、村上 隆一、矢野 健二、 

吉田 哲憲 

開催年月日：①平成 24 年 4 月 13 日(全体)、②平成 24 年 9 月 21 日(在京) 

③平成 24 年 12 月 12 日(在京)、その他 適宜 e-mail 委員会 

活動の概要：１．平成 26 年度改正要望項目について 

外保連が作成する「社会保険診療報酬に関する改正要望書」に収載

する技術について、加盟学会にアンケート調査が行われた。日形会

からの回答は以下の通り。今後、学会間で調整して医療技術（再）

評価提案書を記載する。 

①新設要望（8項目） 

乳房再建術（ゲル充填人工乳房によるもの） 

乳房皮膚延長術 

乳房再建術（遊離皮弁によるもの） 

局所陰圧閉鎖処置（単回使用によるもの） 

デブリードマン（水圧式ナイフによるもの） 

ＩＣＧによる赤外線蛍光リンパ管・リンパ節造影 

陰茎再建術（尿道再建を伴うもの） 

乳房縮小術（性別適合手術におけるもの） 

②改正要望（5項目） 

画像等手術支援加算 2.実物大臓器実体モデルによるもの：増点 

画像等手術支援加算 1.ナビゲーションによるもの：対象手術の拡大 

組織拡張器による再建手術（一連につき）：一連につきの削除 

創外固定加算：対象手術の拡大 

乳房再建術：名称変更 

③医療材料の新規保険収載の要望（3項目） 

ゲル充填人工乳房 

SNaＰ陰圧閉鎖療法システム 

乳房専用組織拡張器 

２．外科系学会保険委員会連合（外保連）関連 

①外保連委員 

以下のように委員会に所属して活動を行った。 

手術委員会    ：関堂 充、二ノ宮邦稔 

(手術委員会)コーディングワーキンググループ   ：相原 正記 

(手術委員会)医療材料・医療機器ワーキンググループ ： 

前川 二郎、金子 剛 

処置委員会 ：関口 順輔(委員長)、小室 裕造、荻野 浩希 



(処置委員会)輸血ワーキンググループ    ：関口 順輔 

検査委員会    ：二ノ宮邦稔、荻野 浩希 

実務委員会      ：関堂 充 

(実務委員会)要望順位づけ検討ワーキンググループ ：金子 剛 

②新規術式の登録 

新設要望に沿って新規術式の登録を行った。 

３．日本医師会疑義解釈委員会関連 

委員長が委員として参加している。本年度より疑義解釈委員会と保

険適用検討委員会に分割して開催している。以下について保険適用

可との答申を行った。 

バーサジェットＳ：平成 24 年 11 月 2 日 皮膚科学会と共同 

ナトレル・ブレストインプラント：平成 25 年 2 月 26 日 外科学

会、産科婦人科学会と共同 

ナトレル・133 ティッシュエキスパンダー：平成 25 年 2 月 26 日 

外科学会、産科婦人科学会と共同 

４．先進医療・高度医療関連 

先進医療専門家会議と高度医療評価会議は、2012 年 10 月に統合さ

れ、委員長が技術の審査を実質的に行う先進医療技術評価部会に構

成員として参加している。 

聖マリアンナ医大形成から先進医療Ｂ（旧高度医療）として申請の

あった、｢多血小板血漿を用いた難治性皮膚潰瘍治療｣は継続審議中

である。 

５．DPC 関連 

これまで厚労省保険局医療課により、診療報酬改正のある年の前年

にのみ開催されていた診断群分類見直し作業班会議は、中医協 DPC

評価分科会の下部組織であるDPC検討WGとして通年活動することと

なった。委員長が MDC16 班の班長（形成側）として指名され、井砂

委員、秋元正宇先生（社保委員外、日本医大北総医療センター）が

班員として参加している。第一回班長会議が平成 24 年 8 月 15 日に

開催され、各班より診断群分類の精緻化、副傷病名等のアンケート

調査を行った。今後ＭＤＣ班毎にデータを基に検討を行う予定。 

また、医療課より横断的検討のための意見が求められたため、以下

の様に分担して検討した。 

MDC1 神経：担当なし 

MDC2 眼：大久保 

MDC3 耳鼻科：村上 

MDC7 筋骨：二ノ宮 

MDC8 皮膚：相原（班員） 

MDC9 乳腺：矢野 

MDC14 先天異常：宇田川 

MDC16 外傷：金子（班長）、井砂（班員）、秋元（班員、社保委員

外、日本医大北総医療センター） 



６．日本小児期外科系関連学会協議会（JPASS）関連 

委員長と鈴木啓之先生（社保委員外、千葉こども病院）の 2 名が参

加している。 

７．広報活動 

①第５５回日本形成外科学会学術集会において教育講演を行った。 

日時：平成 24 年 4 月 13 日（金）13:20 から 15:20  

第一部：社会保険診療報酬支払基金について 

演者：新木一弘氏 社会保険診療報酬支払基金審議役（前厚労省

医政局研究開発課課長） 

司会：金子 剛 

第二部：本年度の診療報酬改正について 

演者：大西 清、宇田川晃一 

司会：関口順輔、内田 満担当理事 

②第 56 回日本形成外科学会学術集会において教育セミナーを予定

している。 

日時：平成 25 年 4 月 3 日（水）14：50 から 15：30  

テーマ：医療保険制度の改革と形成外科 

演者：宇都宮啓氏 厚労省保険局医療課課長 

司会：金子 剛 

８．その他 

①医療ニーズの高い未承認医療機器等の早期導入に関する要望 

オメガスキャナー（レーザー計測装置）について、2013 年 2 月の

理事会に諮り了承を得た後に、2013 年 2 月 21 日に厚労省医政局

経済課医療機器政策室宛に申請を行った。なお導入希望企業はＵ

＆Ａ社。 

②医療上の必要性の高い未承認薬・適応外薬の要望について 

厚労大臣宛のプロプラノロール塩酸塩の早期開発(適応拡大)への

要望書について、2013 年 2 月の理事会に諮り了承された。2013 年

2 月末に大臣官房あてに要望を行った。なお導入希望企業はマルホ

(株)である。 

③審査・査定における問題点について 

宇田川部会長を中心に検討し、質問者に回答した。 

下咽頭がん手術、再建時の請求 

Latham 装置による術前顎誘導を行う場合の、装置本体と装着術

の請求 

乳房切除時の組織拡張術が査定される件 

全層で採取した皮膚を網状分層植皮として使用する場合の請求

について 

RED 延長器を使用した場合に screw が査定される件について 

リンパ浮腫に対する手術の請求について 

 


